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１０
月
１
日
�
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
で
養

老
鉄
道
開
業
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

養
老
線
は
、
桑
名
駅
（
三
重
県
）
か
ら
揖

斐
駅（
岐
阜
県
）ま
で
の
５
７．

５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
今
ま
で
の
近
鉄
養
老
線
か
ら
養
老
鉄

道
養
老
線
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

開
業
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
宗
宮
町
長
、

町
議
会
議
員
、
行
政
推
進
員
や
地
元
の
多
く

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
く
す
玉
開
き
を
行
い

新
た
な
出
発
を
祝
い
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
揖
斐
駅
を
出
発
す

る
記
念
列
車
を
多
く
の
皆
さ
ん
が
見
送
り
ま

し
た
。

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
走
り

続
け
る
「
養
老
線
」
と
し
て
、
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

養
老
鉄
道
養
老
線

新
た
な
ス
タ
ー
ト
！

〜
み
ん
な
の
笑
顔

ず
っ
と
一
緒
に
養
老
鉄
道
〜

７
月
１２
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
谷
汲
木
曽
屋

す
ぎ
や
ま
し
ょ
う

じ

の
杉
山
庄
司
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

杉
山
さ
ん
は
、
旧
谷
汲
村
で
収
入
役
を
３

期
１２
年
と
助
役
を
２
年
１
か
月
在
職
し
、
旧

谷
汲
村
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
労
が
認
め
ら
れ
今
回

の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多
大

な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）

受
章

１０
月
３
日
�
か
ら
１０
日
�
ま
で
、
今
年
で

１８
回
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
・
セ
ン

ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
国
際
交
流
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
１３
人
の
派
遣

団
を
結
成
し
、
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

で
優
勝
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の

皆
さ
ん
が
１０
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、
見
事
完
走

さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

や
ま
ぼ
り

と
し
ひ
ろ

・
山
堀

逸
寛
さ
ん

２
時
間
４３
分
１２
秒

５０
位

た
な
か
な

が

こ

・
田
中
奈
賀
子
さ
ん

３
時
間
４
分
１
秒

２６０
位

ま
つ
い

な

ほ

・
松
井

奈
穂
さ
ん

３
時
間
４６
分
５７
秒

１７７５
位

こ
い
し
み

ち
あ
き

・
小
石
三
千
秋
さ
ん

３
時
間
４７
分
８
秒

１７８５
位

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流

▲くす玉開きの様子

▲叙勲の伝達が行われました。

▲セントジョージ派遣団の出発式の様子

▲出発を待つ記念列車

▲揖斐駅に新設された看板
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第
６２
回
国
民
体
育
大
会
「
秋
田
わ
か
杉
国

体
」
な
ど
全
国
大
会
出
場
者
の
町
長
激
励
会

が
９
月
２０
日
�
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
国
体
に
岐
阜
県
選
抜

チ
ー
ム
の
監
督
や
選
手
と
し
て
７
名
、
第
７

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
１
名
、
第

２０
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
１
名
が
そ
れ
ぞ
れ

出
場
さ
れ
ま
す
。
宗
宮
町
長
の
「
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
試
合
に
望
ん
で
く
だ
さ
い
。」と
の
激

励
に
、「
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
。」

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

国
体
等
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
大
会
の
出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
６２
回
国
民
体
育
大
会「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

そ
う
み
や
つ
ぎ
お

宗
宮
次
男（
少
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
）

は

が

き
ょ
う

こ

羽
賀
今
日
子（
少
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

た
か
の

な

ほ

高
野
奈
保（
少
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

ほ
そ
の
み
つ
ふ
み

細
野
光
史（
少
年
男
子
ボ
ク
シ
ン
グ
監
督
）

ま
つ
う
ら
そ
う
す
け

松
浦
奏
輔（
成
年
男
子
セ
ー
リ
ン
グ
）

ふ
じ
わ
ら

わ
た
る

藤
原

渉（
少
年
男
子
剣
道
）

ま
す
だ
り
ょ
う

じ

増
田
遼
旨（
少
年
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
）

第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

い
し
ば
し

石
橋
あ
ゆ
み（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

第
２０
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
い
ば
ら
ぎ
大
会

み
や
が
わ
よ
し
い
ち

宮
川
義
一（
剣
道
）

９
月
３０
日
�
飛
騨
美
濃
歌
舞
伎
え
な
大
会

に
乙
原
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆
様
が
出
場
さ
れ

ま
し
た
。

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

外
題
は
「
一
谷
嫩
軍
記
」
で
恵
那
市
明
智

か
え
で
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

飛
騨
美
濃
歌
舞
伎
大
会
に
出
場
さ
れ
る
役

者
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
久
瀬
公
正
公
民

館
で
大
会
直
前
ま
で
練
習
さ
れ
、
本
番
で
は

立
派
な
地
歌
舞
伎
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

乙
原
地
区
の
皆
さ
ん
も
応
援
に
駆
け
つ
け

ら
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
演
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

飛
騨
美
濃
歌
舞
伎
え
な
大
会

乙
原
歌
舞
伎
保
存
会
出
場
！

１０
月
４
日
�
名
古
屋
市
金
山
総
合
駅
で
、

「
揖
斐
川
町
・
大
特
産
市
」
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
都
会
で
は
買
い
求
め
ら
れ
な

い
揖
斐
川
町
の
特
産
品
の
紹
介
・
販
売
、
お

よ
び
観
光
案
内
を
行
い
、
揖
斐
川
町
の
魅
力

あ
る
観
光
資
源
を
紹
介
し
ま
し
た
。

会
場
内
は
一
日
中
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い

活
気
に
満
ち
大
盛
況
の
中
終
了
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
・
大
特
産
市

名
古
屋
に
て
大
盛
況
！

▲多くの買い物客で賑わう大特産市会場

▲恵那市明智かえでホールにて

▲おめでとうございます
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揖
斐
川
町
敬
老
会
が
９
月
１２
日
�
に
藤
橋

地
域
、
９
月
１７
日
�
に
は
揖
斐
、
谷
汲
、
春

日
、
久
瀬
、
坂
内
地
域
で
町
内
在
住
の
７７
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
の
各
地
域
の
参
加
対
象
者
及
び
参

加
者
数
は
次
の
通
り
で
す
。
（
単
位：
人
）

〇
揖
斐
川
地
域

今
年
か
ら
会
場
を
揖
斐
川
健
康
広
場
ア

リ
ー
ナ
に
移
し
、
約
７００
名
の
参
加
に
よ
り
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
き
よ
み
ず
幼
児

園
児
に
よ
る
演
芸
、
揖
斐
小
学
校
横
笛
ク
ラ

や
ぶ
き

ブ
の
皆
さ
ん
の
演
奏
、
そ
し
て

永
の
矢
吹

さ
ん
兄
弟
に
よ
る
津
軽
三
味
線
曲
引
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
喝
采
が
あ
り

ま
し
た
。

〇
谷
汲
地
域

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
谷
汲
地

区
日
赤
奉
仕
団
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
敬

わ
か
は
ら
り

さ

老
会
で
は
、
谷
汲
小
学
校
６
年
の
若
原
利
紗

と
こ
ろ

り

か

さ
ん
と
谷
汲
中
学
校
３
年
の
所
理
香
さ
ん
の

な
か
の
と
お
る

福
祉
作
文
の
発
表
や
谷
汲
駐
在
所
の
中
野
徹

巡
査
部
長
に
よ
る
交
通
安
全
、
防
犯
に
関
す

る
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
い
ち
ご

畑
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
や「
谷

汲
舞
踊
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
日
本

舞
踊
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

〇
春
日
地
域

春
日
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
敬
老

会
で
は
、
春
日
文
化
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る

舞
踊
と
歌
謡
等
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る

民
謡
・
歌
謡
な
ど
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

〇
久
瀬
地
域

久
瀬
地
域
は
、
久
瀬
小
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
受
付
で
一
人
ず
つ
記
念
撮
影
し
、

お
帰
り
ま
で
に
写
真
を
お
渡
し
す
る
と
い
う

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
の
か
わ
い
い
鼓
隊

演
奏
で
は
笑
顔
が
満
ち
、
尺
八
は
懐
か
し
い

曲
に
自
然
と
口
ず
さ
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
華
麗
な
舞
踊
で
は
異
世
界
を
感

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。

〇
藤
橋
地
域

藤
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
敬
老
会
で
は
、
開
会
前
に
全
員
で
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
わ
む
ら
き
よ
し

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
河
村
清
さ
ん
に

よ
る
手
品
、
藤
橋
保
育
園
児
に
よ
る
楽
し
い

唱
歌
と
お
遊
戯
、
ま
た
「
童
謡
、
唱
歌
ク
ラ

ブ
」
の
皆
さ
ん
の
な
つ
か
し
い
歌
や
童
謡
の

出
し
物
に
参
加
者
の
方
々
は
思
わ
ず
口
ず
さ

ん
で
み
え
ま
し
た
。

〇
坂
内
地
域

坂
内
地
域
は
広
瀬
・
坂
本
・
川
上
・
諸
家

の
４
地
区
の
各
集
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
、
行
政
推
進
員
、
民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
楽
し

い
敬
老
の
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
敬
老
会
が

各
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

９
月
１
日
�
、

永
賀
茂
神
社
で
秋
の
お

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
で
は
子
供
神

輿
に
続
き
、
伝
統
あ
る
子
供
相
撲
が
子
供
会

主
催
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
約
１００
名
ほ
ど
が
境
内
に
集
い
、

男
の
子
は
相
撲
、
女
の
子
は
腕
相
撲
に
と
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
両
親
や
祖
父
母
も
豆
力
士

に
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
豆
力
士

子
供
相
撲
開
催
！

参加者数

６４０

２２２

１７９

１１６

４３

１２３

１，３２３

対象者数

１，９４６

５０９

３４５

２５４

７０

１４９

３，２７３

地域名

揖 斐

谷 汲

春 日

久 瀬

藤 橋

坂 内

計

▲春日地域の参加者の皆さん

▲子供相撲の様子

▲久瀬保育園児の鼓隊演奏の様子

▼腕相撲の様子
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